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佐渡島で越冬したオオカラモズＬα"jusspﾉie"oce『cuｓ

近藤健一郎’

1993年，新潟県佐渡島において，オオカラモズＬα励虹sSphe凡oceF℃ｕｓ１羽が越冬したので報告す

る．オオカラモズは，日本では不定期に渡来するきわめてまれな冬鳥とされており，おもに西日本で

記録されている（Brazill991)．新潟県では，1989年２月に中頚城郡頚城村の水田に飛来した成鳥１

羽が観察されているだけである（古川ほか1990)．

観察地

オオカラモズが越冬した場所は，新潟県佐渡郡佐和田町，金井町，真野町の境界付近（38.0'Ｎ，

138.21'30"Ｅ）で，佐渡島のほぼ中央部に位置し，国府川と藤津川にはさまれた区域である（図１）．

越冬地周辺の環境は，広い水田地帯で，稲刈りとり後の水田が広がるなかに一部に休耕田が点在す

る．河川の堤防には，ヨシ原があり，ニセアカシア，ヌルデ，ネムなどの低木が生育し，一部にはヤ

ダケが群生する．

1993年は暖冬で，オオカラモズの越冬期間中のこの地域の積雪日数（午前９時の観測時点で積雪の

あった日）は16日，最高積雪深は２月25日の６ｃｍであった．

図１．オオカラモズが越冬した地域と行動圏．

Ｆｉｇ．１．Mapoftheobservationarea・Solidthickline：ｈｏｍｅrange．

1993年12月27日受理
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生息確認期間および観察方法

1993年１月１日午前９時１６分，藤津川が国府川に合流する地点で，右岸堤防上の枯草にとまってい

る大きなモズ類を発見し，３０倍の地上望遠鏡をもちいて詳細に観察した．

嘱者は〆佐渡島でオオモズＬα冗如ｓ“cubiZorを５回観察しているが，いずれも春秋の渡りの時

期に飛来し，一時的に滞留したもので，脇腹に淡い褐色の波状機斑のある狩烏と考えられる個体であっ

た．

この大型のモズは，オオモズに酷似していたが，オオモズより一刷り大きく，尾が長く，翼の白斑

は初列風切から次列風切にかけて細長く帯状になり（図２)，飛測時には翼の中央に幅広い翼帯となっ

てあらわれた．これは，野外でのオオモズとオオカラモズとの識別点（,断野1980）をみたしている

ので，オオカラモズの成鳥と同定した．

このオオカラモズは，1993年ｌＨ１Ｈの初認からこの区域で継統して観察され，1993年３月４F1ま

で確認された．

観察は，越冬区域を見とおすことができる藤津川の堤防上から８倍の双眼鏡と30倍の地上望遠鏡を

もちいて行なった．総観察日数は22日，総観察時間は52時間であった．

観察結果

１．行動

越冬したオオカラモズの行動圏を図ｌに示した．行動圏は，オオカラモズを確認した位置を地図に

記入し，妓も外側の位置を線でむすんだ範囲とした．行動圏の面職は約0.7kｍ2で．オオカラモズは

水田に立てられた木杭や竹杭をとび移りながら，採食のため行動圏を巡回していた．この行動圏は，

チョウゲンボウＦａｊｃｏ丘7,ｍｍα血4ｓの雄若鳥の行動圏と砿なり，休息のためにとまる杭も共通して

いた．チョウゲンボウが優位で，オオカラモズがとまっている杭にチョウゲンボウが飛来すると，オ

オカラモズは争わずにチョウゲンボウを避けて飛び去った．

採食方法は，，杭の先にとまり，尾をゆっくりと上ド左打に振りながら狸物の出現を待ち，獲物をみ
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図２．１９９３年，佐渡烏で越冬したオオカラモズの成鳥（1993年２ノll6II搬彩)．

Ｆｉｇ．２．AnadultChineseGreatGrevShrikeLαﾉ1ｉｕｓＳｐﾉzeﾉzocGパ･ｕｓｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｗｉｎｔｅｒｏｆ

ｌ９９３ｏｎＳａｄｏlsland，NiigataPrefecture．
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図３．オオカラモズのペリット（左とＩＩ１央)．

右は，｜【1じ場所に落ちていたチョウゲンボウのものと思われるペリット．

Fig.３．TwopelletsofLheChineseGreaLG1･eyShrike（leftandcenter)andapelletofthe

CommonKestrcl（right)．

つけると地kにまいおりて捕狸し，杭にもどって摂食するというものであった．水田の畦や圃場で採

食するため，この個体の職と足は泥でいつも汚れていた．地上では，ホッピングで移動した．ホバリ

ングによる採食も観察されたが，頻繁には行なわれず，風の強い日に風上にむかって行なうのが観察

された．

羽づくろいのときに行なわれた頭かきは，翼越しに行なう間接頭かきであった．

２．食性

オオカラモズの食物として確認できたものは，ケラＧ,ツ"otaJpaq/>､iccmaであった．これは，

11祝でも陥忍できたが，２jjl6I1に竹杭の上でペリットを吐きだしたので，これを採取して分析した．

ペリットは長径が２ｃｍ，短経が１ｃｍほどの円柱状で（図３)，分析した内容物には，ケラ特有のシャ

ベル状の前肢が多１，tに含まれていた．この個体は，越冬期間中にその食物の多くをケラに依存してい

たと考えられる．

捕えたケラをその場では食べずに，堤防や休耕川の枯草のやぶに運びこみ，職で枯草の茎にはさみ

こむ貯食行動（はやにえ行動）がしばしば観察された．

3.鳴き満

観察巾にオオカラモズの鳴き声を聞いたのは，次の２回だけであった．発見した１月１円に，

｢ギィー，ギィー」という鳴き声とぐぜりを聞いた．１月11日には，採食地域の竹杭に飛来したコミ

ミズクAsio/Ｚａｍｍｅｕｓに対して擬攻撃を行なったが，そのとき威購して「キチッ，キチッ」と鋭

い縛戒声を発した．
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AsingleChineseGreatGreyShrikeLα凡如sSphe"ocercusadultwasobservedinwinterof

l993onSadolsland，NiigataPrefecture・ItfedontheAfricanMoleCricketGrツ"oZajpa

α/》･icα〃αintheharvestedpaddyfields．

１．１０７－１Shimoniibo,Niibo-Mura,Sado-Gun,Niigata952-O1


